
村と 人

一品どうぞ

地域おこし 協力隊通信

紹介者

食の名人： 山内亜由子さ ん

　 　 　 　 　 　 　 　（ 喜多）

①芋の皮を むき 、 し ばら く 水にさ ら し

た後、 柔ら かく なる まで茹でる か蒸

す。

②水を 半分と 、 ①を ミ キサーに入れ、

ペースト 状にする。

③鍋に寒天を 少量の水（ 分量外）でふや

かし 、 し ばら く 置いておく 。

④残り の水を 全て入れ、 寒天を よ く 煮

溶かす。

⑤砂糖と 米粉と 塩を よ く 混ぜ、 ④に加

える 。 ダマになら ないよ う 、 し っ か

り と 煮溶かす。

⑥②を 入れて、 焦げないよ う に木じ ゃ

く し など で混ぜ、 粗熱を と り 、 好み

の容器に流し 入れる。

⑦上にト ッ ピ ン グの黒ゴマを 乗せて完

成！ク コ の実も よく 合う 。

・ さ つまいも

・ 砂糖

・ 塩

・ 寒天

・ 水

・ 米粉

・ 黒ゴマ
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適量

暑い時期にぴっ たり な一品です。 ポイ

ント は、 芋の皮を厚めに

むく こ と 。 完成後は、 2

時間ほど冷やし て食べる

と 美味し いですよ。

作り 方

材料（ 7 0g を 14 個分）

「 芋よう かん」
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応援あり がと う ございまし た。 こ れから も よろ し く お願いし ます。

地域経営組織推進プロジェ ク ト

任期： 2 0 2 3 年7 月～2 0 2 6 年6 月

株式会社あそ望の郷みなみあそに勤務

し 、 引き 続き 観光の魅力を 裏方と し て

盛り 上げます！ デザイ ン

の副業でも 経験を 積みな

がら 挑戦し ていき ます。

地域おこ し 協力隊退任のごあいさ つ

板
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 知沙さ ん（ 政策観光課）

ヒ ト コ ト 録2 0 2 6 no te

詳細はこ ちら

新規就農プロジェ ク ト

任期： 2 0 2 4 年7 月～2 0 2 6 年7 月

米農家になり まし た。 村内で育てた米

粉用米（ ミ ズホチカ ラ ） で米粉パン の

販売をスタ ート 。 多く の

人に届けら れるよう 販売

先拡大に挑戦し ます！

森田 光さ ん（ 農政課）

詳細はこ ちら

関連記事はこ ちら関連記事はこ ちら

　 菊池市出身の源さ んは、 こ の春、 祖母

が暮ら し ていた築 9 0 年以上の古民家を

活用し た宿泊施設を開業し まし た。 幼い

頃から 長期休みのたびに祖母の家を訪れ

ていまし たが、 2 年前に祖母が亡く なっ

たこ と を き っ かけに、「 古き 良き こ の場

所を守り たい」と 村への移住と 宿の経営

を 決意。 学生時代の留学経験を 通し 、

「 海外の人に田舎なら ではの体験を 届け

たい」と いう 想いから 、 宿のコ ン セプト

を「 ばあちゃ んの家」と し ています。

　 宿では、 日本食づく り や縁側での食事、

散歩や温泉など、 地域の暮ら し を体感で

きる時間を提供し ており 、 海外から の宿

泊客は、 地域の皆さ んが気軽に声をかけ

たり 、 食材を分けてく れたり する温かな

交流に特に感動さ れると のこ と 。 目標は

「 一度訪れた人にまた帰っ てき ても ら う

こ と 」。 村民の皆さ んにも ぜひ気軽に遊

びに来てほし いそう です。

　 源さ んは、「 いつも 温かく 迎えてく だ

さ る地域の皆さ んには、 本当に感謝し

ています。 野焼き や草刈り 、 清掃活動

など、 地域を 支える皆さ んの日々の積

み重ねが、 こ の美し い景観や暮ら し に

つな がっ て いる こ と を 実感し て いま

す」と の想いを語ら れまし た。

源 花央里さ ん（ 第8 駐在）
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